
浦和北ロータリークラブ ガバナー公式訪問 令和 4 年 9 月 7 日（水） 

 

 ガバナー公式訪問   

皆さんこんにちは。 国際ロータリー2770 地区 ガバナーの細淵 雅邦です。 

本日は、公式訪問で貴クラブに伺うことができましたことを大変にうれしく光栄に思って

おります。 

 

さて、2 月 24 日 ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が開始されたまま、今日現在平和

が戻ってきていません。 

我々にとり、国際理解、親善、平和は『ロータリーの目的』にも書かれているとおり、永遠

のテーマであり、世界平和は人類にとり最も大切なことであると思います。 

本日、皆様と共に公式訪問を通じ、お互いに学びあえること、今、我々が平和に暮らしてい

ることに心から感謝をしたいと思います。 

本日、今日、この時間、例会ご参加の皆様と共に一瞬一瞬を大切に、共にクラブを、2770

地区を、活性化していくことができることをとても嬉しく思います。 

2/12 の国際協議会、本会議でのバリー ラシン元 RI 会長のアドバイスのとおり、自分の気

持ち、自身の言葉を使いご説明いたします。 

 

 2022-2023 年度 RI 方針 

既にご存知の通り、新型コロナウイルス オミクロン新種株による感染拡大により今年度の

国際協議会はインパーソンではなくオンラインに変更となりました。 

開催スケジュールにおいても、当初は、1 月 16 日から 20 日まで、オーランドにおいて予

定しておりましたが、2 月 7 日から 1６日の日程へと変更になりました。 

RI ジェニファー・ジョーンズ会長は、2022 年 1 月 20 日に開催された、2022-2023

年度 テーマ講演で、「会員がロータリーでどんな経験を求めているかを聞き、果たしがい

のある責任を会員に与える必要があります。ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成長、リ

ーダーシップ開発、生涯にわたる友情こそが、目的意識と熱意を生み出します。これが私た

ちの責任です。会員に奉仕できなければ、地域社会への奉仕もできません。会員にとって心

地よい場所とし、会員への気配りがなければ、ロータリーの力を本当の意味で理解してもら

うことはできないでしょう」と語りました。 

 

さて、今年度の RI テーマは 

イマジン ロータリー 『IMAGINE ROTAR』 

 

環は 人々の繋がり 

環の周りの点は 人々 



7 つの点は ロータリーの重点施策 

環と点の組み合せは、先導する星 もしくはガイドたる光 

緑色の線 掘り下げる道具（難業に立ち向かう時に使う）、事業を行うための手段 

Celebrate DEI- Diversity, Equity and Inclusion DEI を祝う 

自分たちを自由に表現する でも特別な繋がりを持っている 

紫 ポリオ、 緑 環境、 そして、White – Peace 白 平和を、全体的には新しさと力

強さを表現しています。 

 

そして、ジェニファー・ジョーンズ会長が強く述べられた所信は２つあります。 

●ＤＥＩ 多様性・公平さ、インクルージョン が会員増強維持の「鍵」 

●果たしがいのある責任を会員が担えるように 

 ・会員の積極的な参加、適応と改革 

 ・会員にとりクラブの心地良さとクラブの配慮 

 ・受け身ではなく、参加型の奉仕、 

 

 2022-2023 年度地区運営方針 

RI ジェニファー・ジョーンズ会長の RI テーマ・方針を受けて、2022-2023 年度地区 

運営方針は次の通りにいたしました。 

 

創造しよう未来への調和 

Üロータリーに DEI の爽やかな風をー 

 

ロータリーに入り、自分の人生はとても充実している。 

ロータリーに入り、かけがえのない友人を得ることができる。 

ロータリーに入り、人のため、社会のために役立つことができる。 

 

人間力を高め、生き方のモチベーションをあげ、ゆたかな人生を創造できる、 

それがロータリークラブではないでしょうか。 

「ロータリアン一人一人のモチベーションをあげ、クラブを活性化させる」 

RI 会長ジェニファー・ジョーンズさんの新しい爽やかな息吹と方針をクラブの会長、会員

に伝え、ロータリーライフで自分自身の人生のクオリティを高めて頂きたいと思います。 

 

今年度、2770 地区は、2500 名のロータリアンのモチベÜション向上、そして、74 の

クラブの活性化のための支援を最優先事項とし運営してまいります。 

 

 －創造- 



RI 会長ジェニファー・ジョーンズさんは、2022-2023 年度 RI テーマとして イマジン 

ロータリー と発表されました。 

日本語訳では イマジン ＝ 想像  になります。 

この発表を受け、地区活動方針では、ジェニファー・ジョーンズ会長の 篤い想い を実現

するために、想像から創造へ 一歩前進してまいります。 

全世界にはさまざまな言語、文化、生活習慣があり、いろいろな職業や年齢層からなるロー

タリーの構成メンバーにとって、それぞれの立場でロータリーを考えることができる素晴

らしいメッセージであると思います。 

ジェニファー・ジョーンズ会長の 想い をしっかりと受け止め、2770 地区らしい、 

未来に向けて夢と希望を持ち、小さなことから創造し挑戦していきます。 

 

 －未来－ 

「想像してください、私たちがベストを尽くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その

世界に変化をもたらせると知っています。昨日のことをイマジン（想像）する人はいません。

それは未来を描くことです」 

テーマである想像とは、行動への呼びかけ、であるととらえています。 

未来にむけての、架け橋、想像したものを創造していく重要性。 

夢を持ち、将来へ、未来にむけて、行動するかどうか、を決めるのは自分自身です。 

ロータリアン一人一人の 篤い想い、そして、クラブの 熱い想い、です。 

2770 地区は、未来に向けて発信していきます。 

 

■ －調和－ 

今、時代は、 「 DE and I 」 と言われています。 

しかし、ここで重要なことは、ロータリーにとり DE and I は、いま始まったことでは

ない、ということです。 

1933 年の第 24 回国際大会での、ロータリー創設者ポール・ハリスの演説では、 

「ロータリーは、あらゆる職業や地位、あらゆる国、あらゆる形式の宗教の人たちに開かれ

ています」 、90 年前に話されています。 

目まぐるしい速さで物事が進む、激動のこの時代の中で、ロータリーは、 

多様性、公平さ、インクルージョン を取り入れることを最優先に運営されつつあります。 

ジェニファー・ジョーンズ会長は「インクルージョンこそが、会員増強のカギとなる」 

と強く表明しました。 

2770 地区は、想像する未来に向け 2500 名のロータリアンのモチベÜション向上、そし

て、74 のクラブの活性化の支援を最優先にインクルージョン（調和）を目指します。 

 

 －DEI の爽やかな風を－ 



ロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）にいたる旅路にお

いて、組織として自分たちがどこにいるのかを正直かつ透明性をもって見据えるとともに、

これからも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。 

D ・・・・・  Diversity（多様性） 

E ・・・・・  Equity（公平さ） 

I  ・・・・・  Inclusion（インクルージョン） 

2770 地区は、高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクル

ージョン）を推進し、学び、向上し続けていくことに真摯に取り組みます。 

 

 想像から創造へ － 具体的な行動 

DEI の推進にむけ、ロータリアンのモチベÜション向上、クラブの活性化、ロータリーを 

元気にする活動へ向けた支援のための行動計画。 

クラブの主人公はロータリアン一人一人です。 

ロータリーの主役はクラブです。 

クラブ活性化にむけ、会員増強維持を推進します。 

 

 DEI 推進にむけて 

 

DEI の推進には従来の組織の活動に加え、組織間の横連携が必要になります。 

地区チームが有機的に機能し、チーム内の情報共有を 正確に、速く 進めることを目的に、

DEI 推進委員会、専門委員会 と、担当別の体制でクラブの活動をサポートします。 

 

●DEI 推進委員会：地区管理運営部門、会員増強維持門、公共イメージ部門、IT 委員会 

・管理運営部門を中心に、三部門、一委員会が連携して進めることにより、DEI の推進を

進めます。 

●専門委員会： 職業奉仕部門、社会奉仕部門、国際奉仕部門、青少年、奉仕部門、 

ロータリー財団部門、米山奨学部門 

・専門委員会として目的が明確にあり、かつ、奉仕を目的とした部門委員会及び 

財団から構成しインパクトの高い活動を目指します。 

 

 クラブ活性化にむけて、地区からクラブへ 

メンバー及びクラブが自立し、充実したロータリーライフとなるように、クラブと地区との

コミュニケーションを大切にいたします。 

2770 地区 74 のクラブごと、地域や構成メンバーの違いなど考慮しクラブの抱える課

題、戦略計画の実行にむけての情報共有、情報交換、サポートを実施します。 

DEI 推進委員会では、3 部門 1 委員会の連携により、DEI の推進、会員増強維持、クラブ



活性化にむけての情報交換、実行計画立案、調整と準備の実施に取り組みます。 

専門委員会では、精度が高くインパクトが強い奉仕の実施に向け、情報共有、青少年、米山、

財団についてはプログラムの目的や促進についてのご説明、事例のご案内、申請支援など、

今まで経験がないクラブに対しても、お取組みができるように丁寧にアドバイスをさせて

いただきます。 

また、クラブとの連携強化のためにガバナー補佐との積極的な連携強化を進めていきます。 

 

 クラブ活性化にむけて、各クラブからの発信 

 

2770 地区の全てのクラブの皆様に積極的にロータリーの活動にかかわっていただく予定

です。既にガバナー補佐を中心にご検討いただいておりますが、それぞれのグループ毎で、

ロータリークラブとして相応しいインパクトのある奉仕活動を地区大会までに必ず実施い

ただき、地区大会でグループごとに発表していただく予定です。 

具体的に実施いただきたい奉仕内容は、7 つの重点分野、エンドポリオ活動などからクラブ

に相応しい奉仕活動を選び実施していただきます。  

今年の地区大会は 2770 地区 2500 名の一人一人のみなさまが主役です。 

皆様のサポートをいただき 2770 地区らしい、地区大会にしたいと考えます。 

 

 最後に 

2770 地区はロータリーの主役である、あなたのクラブの活動をサポートいたします。 

 

一年間、クラブの活性化と皆様のモチベÜションの向上に向かって行きたいと思います。 

一年間、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 


